
Ⅰ 

 １：②  ２：①  ３：④  ４：②  ５：③  ６：④ 

Ⅱ 

 ７：④  ８：①  ９：③  10：③  11：②  12：② 

Ⅲ 

 13：③  14：④  15：②  16：①  17：②  18：③ 

Ⅳ 

 19：④  20：③  21：①  22：③  23：② 

Ⅴ 

 24：③  25：①  26：②  27：③  28：③ 

Ⅵ 

 29：②  30：②  31：③  32：①  33：② 

Ⅶ 

 34：④  35：⑥  36：①  37：③  38：⑤  39：⑤ 

Ⅷ 

40：④  41：③  42：②  43：⑤  44：⑤  45：② 

  



 

～講評～ 

Ⅰ 平易な文法問題。確実にノーミスでクリアしたい。  

Ⅱ 標準的な単語・熟語・語法の問題。 医学部受験生にとっては、どれも一度は目にしたことがある知識問題。  

Ⅲ 標準的な熟語の問題。 大問２と同様に、どれも標準的なレベル。ただ、紛らわしい選択肢も含まれているので、

先を急ぐあまり ケアレスミスをしてしまわないように気を付けたいところ。 

Ⅳ 平易な空所補充問題。恐竜絶滅の原因をテーマにした読み易い文章。設問自体も易しいので、完答を目指した

い。  

Ⅴ 標準的な長文読解問題。宇宙開発が現代生活に及ぼしている利点をテーマにした内容。読み易い文章だったと

考えられるが、設問 27 は少し選択に迷う問題かもしれない。  

Ⅵ 標準的な会話問題。予約した部屋にクレームをつける客とホテルの受付との会話。内容に問題はなさそうだが、

客の心理を問う設問 32 は少し難問か。  

Ⅶ 平易な整序問題。ここでミスはしたくない。文の整序は合っていても、解答番号のピックアップ でミスをする

などということだけは避けたい。ただ、整序が違っていても解答は当たっているケースもあり得る（大問 8 も）。 

 34：I (like my car none the less for its defects). 

35：(It doesn’t follow that you can do)anything because you are young. 

36：The teacher stared at me (as if to say that he knew) everything. 

37：I (talked my father into buying me a new bicycle). 

38：His remarks should not (be made fun of by anyone for) whatever reason. 

39：Do you have any (idea what it would be like to) live in space? 

Ⅷ 英文中の語句を並べ替えるタイプの整序問題。 標準的なレベル。このタイプの出題形式を苦手にしている受験

生にとっても、それほど苦も無くこなせる問題だったと考えられる。 

40：where the money that you carry 

41：to places where it is 

42：for the government to make a new bill 

43：many steps to go through 

44：which no one but the mint 

45：the new dies print the new currency onto the paper 

 

過去２年間の傾向を踏襲した出題であった。医学部受験生にとっては易しく感じられるレベルであるがゆえに、

高得点勝負となることが予想される。合格のために必要と考えられるボーダーは 8 割以上。  

 


